
1 

 
令和５年度 第２回川口市産業労働行政審議会会議録 

   

日 時   令和５年９月２９日（金） 

開 会   午後２時 

閉 会   午後２時３５分 

場 所   川口市役所第一本庁舎5階 501大会議室 

   

出席者（委員） 

前島 末男   吉田 優    本田 利博 

中原 三奈子  富田 龍一郎  田口 真澄 

田部井 惣次  石川 義明   佐藤 義晴 

䭜 康二郎   藤田 義治   長沢 英俊 

冨田 愛理 

       

（事務局） 江原 季佳   経済部長  

松本 敦    産業労働政策課長 

都築 規明   SKIPシティ整備室長 

佐藤 健一   経営支援課長 

水沼 弘実   産業振興課長 

濵田 文子   産業労働政策課政策係長 

齊藤 勇輝   産業労働政策課産業創出係長 

金子 寛之   SKIPシティ整備室長補佐 

後藤 清高   経営支援課経営支援係長 

中田 泉    経営支援課雇用支援係長 

北川 茂    産業振興課工業振興係長 

髙橋 頼彦   産業振興課商業観光係長 

      内堀 英祐   産業労働政策課主任 

 

会議録署名委員  中原 三奈子 
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（開会）                             14：00 

出席委員の報告 

 

会議録署名人の指名                          

議題（１）川口市地域貢献事業者の選考について、川口市地域貢献事業者選考部

会の選考結果の概要について、部会長に報告をお願いする。 

 

 ８月２９日に川口市地域貢献事業者選考部会を開催し、新規事業者１３件及び

更新事業者８件の申請事業者について、審査を行った。審査に際して、川口市職員

の実地調査に基づく地域貢献活動の報告書、及び中小企業診断士による経営診断

の報告書が提出された。事務局から申請の条件及び報告書の内容の説明を受け、

選考部会として新規事業者１３件の申請者のいずれも認定の基準を満たしている

と判断した。また、更新事業者８件については、１０月３１日をもって認定期間で

ある 3 年間を迎えるが、こちらも認定の基準を満たしていると判断した。よって、

出席部会員の全会一致により２１申請者全てを認定事業者として選考し、川口市

産業労働行政審議会に推薦することに決定した。なお、審査報告書の内容につい

ては、事務局より報告をお願いする。 

 

（議題（1）について新規事業者１３件、更新事業者８件の審査報告書の内容を

説明する） 

  

（質疑応答なし） 

新規事業者１３件、更新事業者８件について、市長に川口市地域貢献認定事業

者として妥当である旨を答申したいが、委員の方々はどうか。 

 

全委員２１事業所の答申を了承。 

 

続いて、報告事項（1）中小製造業特別高圧受電事業者物価高騰対策支援金につ

いて、（2）「川口市市産品フェア 2023」の開催日程等について、一括して事務局か

ら説明を求める。 

 

（報告事項（1）、（2）について、資料に基づき内容を説明する。） 

  

（質疑応答） 

特別高圧受電事業者物価高騰対策支援金について、対象事業者はどのくらいの

規模か。 

 

東京電力の情報によると、１３社が特別高圧受電と聞いているが、１社が大企

業、２社が公共施設と聞いているので、支援金の対象となるのは１０社程度と認
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識している。 

 

補足として、普通高圧の事業者はすでに支援金をもらっているので、特別高圧

が対象となっていると聞いている。 

 

その他、何かあるか 

 

まず、「川口市制施行 90 周年記念チャリティーのど自慢の開催について」事前

にご案内させていただいた。ぜひご参加いただきたい。 

次に、地域貢献事業者の認定について、例年市産品フェアの開会式の中で実施

していたが、今年度は市役所内にて開催する予定である。 

最後に、前回の審議会で説明したキャッシュレス決済のポイント還元について

「PayPay」に決まった。１０月に、１回２，０００ポイント、1 か月上限５，０

００ポイントとして実施する。川口市内の魅力ある店舗を新規開拓していただく

いい機会として、ぜひご利用をお願いする。 

 

（質疑応答） 

１２月の認定式に審議員が出席する必要はあるか。 

 

現時点では市長と事業者のみの構成で考えている。 

 

「PayPay」について、商品券との差について、また予算としてはどのような仕

組みになっているのか。 

 

これまでの商品券発行事業では郵送代や人件費等、高額な事務経費が必要であ

った。「PayPay」のポイント還元については、導入コストが安く、抽選もなく、よ

り多くの人が利用できると期待している。 

予算としては、他の自治体がすでに導入しており、業者からも見込みの数値を

試算して予算計上を行ったものである。 

 

 

（質疑等を終了、その後閉会）                   14：35 

                       

 


